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 絶滅が危惧される種、絶滅のおそれのある種と
は、絶滅確率の高い種

 絶滅確率は集団存続可能性解析（population 
viability analysis：PVA）で予測することが
できる

 一般的な定義は
IUCNレッドリス
トのCR、EN、
VUの種

 International Union for Conservation of Nature
and Natural Resourcesの略

 国家、政府機関、非政府機関（NGO、民間）が会員
（会員数約1,300）
◦ 日本は国として外務省、政府機関として環境省、非政府機関とし

て17団体が会員

 1948年設立、本部はスイス

 社会の前進と経済発展、自然保護を両立させるための知
識やツールを提供

 ６つの専門家委員会、約16,000人がその会員
◦ 種保存委員会（SSC)、世界保護地域委員会（WCPA）、生態系

管理委員会（CEM）、教育コミュニケーション委員会（CEC）、
環境経済社会政策委員会（CEESP）、環境法委員会（WCEL）

地域事務所

IUCN日本リエゾン
オフィス

IUCN日本委員会
（会員の集まり）

生物多様性
保全

政策

自然を生か
した解決法
（経済）

種の保全

保護地域

http://www.iucnredlist.org/
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絶滅危惧種

カテゴ
リー

絶滅確
率

時間

CR ≥50% 10年または
3世代

EN ≥20% 20年または
5世代

VU ≥10% 100年

世界中の種のデー
タベースを目指す

 レッドデータブックとは、レッドリストに基づき
生息状況等を取りまとめ編纂した書物。

 環境省の最新のブックは2014年刊。

 IUCNはすべてウェブで示す形をとり、ブックは
2001年が最後。

 環境省のレッドリストは1991、1997～2000、
2006～2007、2012年に発表。2015年度か
らは時期を定めず必要に応じて個別に見直すこと
とした。

 環境省レッドリストの情報
◦ http://www.biodic.go.jp/rdb/rdb_f.html

 希少種（環境省:広義）
◦ 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律

（種の保存法）：国内希少野生動植物種（狭義）

 参考：国際希少野生動植物種（ワシントン条約附属書Ⅰ掲
載種など）

◦ レッドデータブックやレッドリストで絶滅のおそれのあ
る種（絶滅危惧ⅠA類、IB類、Ⅱ類）＝絶滅危惧種

◦ 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律
（鳥獣保護管理法）：希少鳥獣

保存、保護、保全
Preservation  Protection  Conservation
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保護管理
少ないものは増やし、
多すぎるものは減らす

外来種

家畜
作物

実験動物
実験植物

愛玩動物
鑑賞植物

その他

残りが野生動植物
（含菌類）

原生生物
原核生物

飼育動物・栽培植物

絶滅危惧種
(3,690)

鳥獣：鳥類または哺乳類に
属する野生動物

国内希少
野生動植物種

(208)

希少鳥獣

鳥獣保護管理法

種の保存法

野生動植物
（含菌類）

保護増殖事業(50)

レッドリスト

 個体数減少の要因に対処
◦ 生息環境の改善

◦ 生息環境の保護

 個体の保護
◦ 生息域内での保護→

◦ 生息域外での保護

 個体の増殖
◦ 飼育下繁殖

◦ 野生復帰

◦ 複数個体群の維持

絶滅のおそれのある野生動植物種の野生復帰に関する基本的な考え方（環境省2011）

In-situ conservation

 「生息域内保全」とは、生態系及び自然の生息地を保全
し、並びに存続可能な種の個体群を自然の生息環境にお
いて維持し及び回復することをいい、飼育種又は栽培種
については、存続可能な種の個体群を当該飼育種又は栽
培種が特有の性質を得た環境において維持し及び回復す
ることをいう。

Ex-situ conservation
 「生息域外保全」とは、生物の多様性の構成要素を自然

の生息地の外において保全することをいう。
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生息地の範囲（空間、質）

管理強度

（保護、健康管理）

野生復帰

In Situ:
無制限の範囲の

自然の生息環境で
生息生育する
野生個体群

Ex Situ:
自然の生息環境から
離れ、限られた空間

で生息生育する
飼育・栽培下の

動植物

Sorta Situ:
実情は、自然の生息環境及び
そうではない環境において

利用可能な空間や管理方法を
つなぎ合わせることによって
野生個体群は管理されている

個体レベルの
集中管理

＊食料
＊生息環境
＊保護
＊繁殖
＊健康管理

個体群単位の
観察主体

生息域内において人間の管理を強化する
例：中国のトキ

絶滅のおそれのある野生動植物種の野生復帰に関する基本的な考え方（環境省2011）

 1995年再導入
(reintroduction)ガイド
ライン

 2013年移動
(translocation)ガイド
ライン

Science 2014 345:406-412 より

 オーストラリアのタスマニア島固有種。

 伝染性顔面腫瘍（DFTD）は1996年に初め
て観察された。2歳以上の成獣で多くみられ、
発症すると数ヶ月で死亡。繁殖や餌をめぐる
闘争等で咬まれて腫瘍細胞が直接感染する。
現在、治療・予防法はない。

 DFTDで個体数が10年間で60%減少し、
2008年にIUCNレッドリスト評価でLCから
ENへ。

 保険個体群（飼育下個体群、感染していない
個体を2010年から島へ隔離）の確保をし、
2015年から野生復帰も開始。

Cell 2012 148:780-791 より

 北米に生息。主食のプレーリードッグの駆除、および感染症により
減少した。1970年代に絶滅したと考えられていた。

 1981年に野生下で少数個体を再発見。

 保護と調査研究が進められ、1984年には129頭まで増加したが、
1985年にジステンパーとペストにより激減した。

 1985年から1987年にかけて24頭を捕獲して飼育下繁殖開始。

 7頭のファウンダから現在約300頭の飼育下個体群を確立。

 1991年から再導入開始。

 現在、19ヵ所で再導入継続、野生下個体数は推定1,000頭以上。

 健康管理
 ワクチン接種（ジステンパーとペスト

のイタチ用ワクチン開発）
 ペストのプレーリードッグ用ワクチン

開発中、感染動態研究中
 近隣の指標種（コヨーテ、キツネ、ア

ナグマ）の観察・調査
 人工授精による遺伝的管理
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環境省対馬野生生物保護センター

 東南アジアから中国・朝鮮半島まで広く分布するベンガル
ヤマネコの亜種、日本では長崎県対馬にのみ分布。

 開発による好適生息地の減少により1960年代以降、数が
減少したと考えられている。

 1980年代以降、推定頭数は100頭前後で漸減傾向。

 下島では1984年以降、生息が確認されていなかったが、2007年以
降、少数の確認事例がある。

 1996年から飼育開始。イエネコ由来のFIV陽性個体が見つかる。
2002年までにFIV陽性3頭、2005年にFeLV陽性1頭確認（2005年
コロナ4.9%、パルボ11%、カリシ20%、ヘルペス1.6%）。

 2000年から飼育下繁殖成功。6頭のファウンダから現在約30頭の
飼育下個体群。

 下島への再導入を検討、順化施設が2015年完成。

 健康管理

 保護個体等の血液検査

 FIV及びFeLV陽性個体の隔離飼育

 飼育個体へのワクチン接種

 人口学的管理
◦ 個体数

◦ 年齢・性別構成

◦ 繁殖率（年齢別）

◦ 死亡率（年齢別）

 遺伝学的管理
◦ ファウンダー（創始個体）

◦ 有効集団サイズ（Ne）：実際の集団の結果となるよう
な理想集団における個体数。実際の個体数の1/10程度

◦ アリル（対立遺伝子）頻度と遺伝的浮動(genetic drift)

 遺伝学的管理
◦ 個体の近交係数(F)・血縁度

 血縁度は2個体間の子の近交係数に等しい。

◦ 集団の平均血縁度（MK）

◦ 集団のヘテロ接合度

 ヘテロ接合度（He）：ある遺伝子座がヘテロ接合、すなわ
ち異なる二つのアリルを持つ個体数を、調べた総個体数で
割った値。

t世代後にヘテロ接合度の残る割合

≒



2017/9/11

6

 ヘテロ接合度の消失予測
◦ 有効集団サイズが500の集団における

50世代後のヘテロ接合度の割合は、

◦ すなわち、この大きな集団は50世代で初めのヘテロ接合度の
５％しか失わない。

◦ Ne=25の集団では、50世代後まで残るヘテロ接合度の割合は、

◦ この小さな集団では50世代で最初のヘテロ接合度の64%を失
う。


